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1)松木（2005）による区分。
2)コサギ届のコサギ，チュサギ，ダイサギ，アマサギ届のアマサギのいずれかと思われる。
3)城南公園と周辺で，目視，鳴き声で確認したもので，上空で確認したものや建物に止まっているものなどを含み，4)に含ま
れる場合もそうでない場合もある。
4)ハシブトガラス又はハシボソガラス。
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富山市城南公園の野鳥（2007年6月～2008年5扉
イヤ（樹高約20m）などが植樹されている。西側の国
道41号線沿いのクロマツ並木に接して樹林帯が連続し，
一部築山になっている。下枝の地上から高さ約13m
まで切り払われ見通せる。下草は刈られ，管理されて
いる。
北側には，ケヤキ，ヒマラヤスギ，アカマツ，イロ
ハモミジなどが植樹されている（図2上)。中央部には
芝生が植えられ，その周辺には，メタセコイヤ，モミ
ジバフウ，スズカケノキ，トウカエデ，アカマツ，エ
ンジュ，ヤエベニシダレ等が，南西の築山とその周辺
には，アカマツ，シラカシ，マテバシイ，ハナミズキー
タイサンボク，イスノキ，ニシキギ，モチノキ，イチョ
ウなどが植えられている（図2下)。国道41号線に面し
た道路沿いの公園の縁には，クロマツが植えられ，生
け垣がある。
調査は，2007年6月から2008年5月にかけ毎月1回，
早朝（夜明け頃）30～50分間，城南公園を会員3～7名
がゆっくり歩き(図l)，出現する烏の種，個体数を直
接観察と鳴き声を参考に記録した。上空を飛ぶ烏もカ
ウントした。
平成20年度の桃花烏の会のメンバーは，大住剛大
野博美，押川たか子，金子玲子，熊木信男，田口松男：
二宮美加増田美智恵，満保清憲，水野洋子（五十音
順）で，担当学芸員は南部久男である。野鳥の同定Iま
主に熊木が行い，全体のとりまとめは，南部が行った産
確認した鳥類
2007年6月から2008年5月の12回の調査で，上空を含
むと28種の鳥類が，上空を除くと23種が確認された
(表l)。城南公園で確認された上空を除く烏類を，松
木（2005）の富山県の野烏の渡り区分により分けると
留烏16種，夏烏3種（ツツドリ，ツバメ，エゾムシク
イ)，冬烏4種（ツグミ，シロハラ，アトリ，シメ）に
なる。
ほぼ毎月みられたのは，キジバト，ヒヨドリ，スズ
メ，ハシボソガラス，ハシブトガラスで，5回以上み
られたのは，ハクセキレイ，カワラヒワ，ムクドリで
あった。ツツドリ，モズ，エゾムシクイは1回だけ確
認された。
上空で目撃されたハシブトガラス属（ハシブトガラ
ス又はハシボソガラス）は，大部分が北から南へ向か
う個体であった。城南公園から約L4km北に位置する
富山市城吐公園は，ハシブトガラスとハシボソガラス
の時になっていることが知られ（日本野烏の会富山県
支部2005；富山市環境部環境保全課，2006,2007；
富山市，2008)，今回上空で観察されたハシブトガラ
1R‘ノ
Lu=
ス又はハシボソガラスは，婚の城吐公園から餌場へ向
かう途中の個体であると思われる。
富山県における地域別の鳥類の報告
富山県の環境（海岸，平地，山地，高山）ごとの，
近年の主な烏類の報告について概説する。海岸では常
願寺川河口を含む浜黒崎海岸の野鳥の報告がある（日
出'鴫,1991)。平地では黒部川，常願寺川，神通川，
庄川，小矢部川の烏類の報告（建設省河川局治水課・
財団法人リバーフロント環境センター，1994a，h
1996,1997a,b)，黒部川，常願寺川，庄川の各流域扇
状地の用水付近の報告（穴田ら，2003；穴田，2006,
穴田・湯浅，1999）がある。大田（1990）は，富山市
(合併前の旧富山市）の都市烏について概説している。
低山では，呉羽丘陵（山野・穴田，1994；穴田ら，
1998)，富山市山田三熊の低山（湯浅ら，1997；高
橋，2005；穴田・南部，2006）の報告がある。山地で
は，有峰ダム周辺（穴田，1996)，亜高山では，立山
カルデラ（穴田・林，1994)，高山では，立山（山野
ら，1999）の報告がある。
鳥類目録には富山県（1980)，富山県野鳥保護の会
(1989)，松木（2005)，日本野鳥の会冨山県支部(2008〉
の報告があり，前2者は，各種の確認記録も含む。
城南公園鳥類目録
本調査で確認した烏類を，日本烏学会（2000）の分
類に従い記す。
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